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1.はじめに

言語の意味はア・プリオリに存在しない。また、言語の中に、あるいは言語の形と

意味の相互|潤のみの関係の I~:Jに閉じ込められ、 i1事態をなすものとして存在しない。意味

は、言語、人問、自然の三生態聞の相互交渉的動態を形作る生態場をなして生成され、

変容するものとして存在する。言語生態学におけるな|昧の促え方の基ililhはこのー点にあ

る。典型的には、言語を、生きること、つまり自然生態との相互交渉の下にある人間生

態と結びつけて捉える 11寺はじめてな|床が成立する。では、意味は如何なる具体的過程・

構造によって成立し、生成されていくか。本論はこれを生態学的意味の生成の過程・構

造の問J也として捉え、そのうち、第一、第二段階の生成論(附|崎2009a) を踏まえ、第

三段階の生成に焦点を絞って論ずる。

2. 意味の生態学的生成 ecologicalgenesis of meaning 

生態学的意味は、以下のように規定される生態喝の中に、実践生態J易が生成されるに

至る過程で、段階的各相を経て生成される。

2.1 生態場

2.1.1 現実生態場・意識生態場

生態学は、個々の人間民iJち各自己が生き、人I1&J生態を形づくっている今、この場を現

実生態場として把える(岡Ih奇2009a)。現実生態場とは、人聞が自分もその一部を成し、

その上で直面している社会、及び自然の形作る現実世界の現相である。一方、現実世界

を構成する人間の意識内に形づくられるのが意識生態場である。

2.1.2 認識生態場・言語生態場

「現実世界は如何なる状況にあるものであるか」の問いをきっかけとし、「そこでどの
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ように生きるべきかjの向いに突き動かされつつ形づくられていく f現実世界の能動的
認識jの過程が、この意識生態場の中に、認識生態場として形成されてpく。

2.1.3 外的言語生態場・内的言語生態場

以上を大きく把えると、まずは偲々の人間が生き、その下に置かれている二つの生

態場、一方の現実世界に対応する現実生態場、地方の個人の意識内世界に対応する意識

生態場の両者ーがある。一方で、現実生態場にあって、倍々の人間の認識生態場で形成さ

れる内容を、相互にやりとりすることによって、現実生態場での人間諸活動を円滑、か

つ効率的に進めることを目指す言語活動によって形づくられるのが外的言語生態場であ

るG 他方、以上のマクロな構図を捉えた上で、言語生態場として、現実生態場の中に形

づくられる外的言語生態場の他に、意識生態場に形作られた認識生態場の中に内的言語

生態場が形成される O

外的雷語生態場は、現実生態場の下にある人と人との簡の外的やりとり、間ち社会的

相互作用をなすやりとりが生み出す生態場である。これに対して、内的言語生態場は、

意識生態場の中で、典型的には自問自答のような自己内対話の形で、人が認識内で行な

うやり取りが生み出す生態場で、ある。この際、意識生態場の中で形づくられる「世界

(即ち社会及び自然)の能動的認識Jの「認識(部ち、社会及び自然に関する認識)Jは、
雷語を媒介としてなされるofeし、ここでの「言語jは、上記の外的言語生態場で、人

と人との憾で現実の発話の形または文字の形でやり取りされる言語(これを外的言語と

呼ぶ)とは異なる。外の現実の中ではなく、人の意識の中における f言語Jである。そ
の意味で内的言語と名づけられるものである。

このように雷語生態場には、一方で現実生態場の中に形づくられる外的言語生態場

と、他方の意識生態場の中に形づくられる内的言語生態場の二つがある O

2.1.4 実践生態場の生成

以上の生態場は次の三段階を辿る中で、新たに実践生態場が生成される。即ち、第一

段踏として、認識生態場において現実世界の能動的認識の過程が形成される。その能動

的認識過程の端緒の契機は、所与、自発、直接的・間接的あるいは意識的・無意識的な

ど多械な実践である。第二段階として、その認識に基づいた上での現実世界に対する実

践が形作られ、認識内容を実現する現実相が猿得される。さらに、第三段階として、再

度しかし新たに第一、第二段階の循環的蓄積を辿る中で、 f過去の生態場」から送り込
まれてきた結果その個人が直面して生きている「今、ここの現実生態場jを超えて、次

の「今、ここj即ち「未来の生態場jを、どのようにして形作るか、の具体像が影成さ

れる段階に至るとき、その個人にとってその現実生態場は、それ以前の現実生態場とは

異なる性格を新たに付与された生態場、実践生態場として存在し始めるものとして捉え

られる o
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2.1.5 実践生態場に至る過程における意味の生成と変容一言語の意味はア・プリオ

リに存在しないー

この実践生態場の生成に至る各段階で注目すべき点は、その各段階で併行して、第一

に、世界の能動的認識、第二に、他の個人との悶におけるその認識の交換の形で形作ら

れる自己内外の対話及びそれをなす内的言語、外的言語がそれらの現実相を獲得する実

践、第三に、最終段階の実践生態場の各形成過程|司有の様相で、言語のもつ意味が生成

され、段階をおって変容していくという点でLある。

即ち、言語主体の生き方(人間生態)が、実践生態場の生成に至る各段階に対応して

新たなものとして形作られるのに伴い、その言語主体の言語のもつ意味のあり方も各段

階に応じた変容を遂げてpく。言語主体の新たな生き方閃]ち自然生態との相互交渉の干

にある新たな人間生態に応じた新たな意味のあり方、民11ち言語生態が、生き方を形作る

認識、実践、現実世界(=現実生態場)下の諸関係総体の中に織り込まれて、新たな生

態学的関係の中に形作られる意味の生成として段階的に変容を遂げていくのである。こ

れが生態学的意味の生成である。

2.1.6 実践生態場の生成・生態学的意味の生成と、自然生態・人間生態・言語生態各

ステージの相互交渉的展開

この前提となるのは、言語の意味はア・プリオリに存在しないという点である。言語

は人の生き方、即ち、自然生態との相互交渉の下にある人間生態との関わりなしにその

意味が成立しない、という生態学における言語の意味に関する見方である。即ち、(自

然生態との椙互交渉の下にある)人の生き方と結び付けられることではじめて嘗語の意

味は生成される、という見方である。

以上の生態場の鳥i敢図は、言語生態、人間生態、自然生態が相互に潔密な関係を形

づくっている構造を鮮明に示している。即ち、現実生態場と意識生態場が合わせて形成

する自然、人間関生態全体の中に、言語生態は、外的、内的雷語生態場の中に形成され

るものとして位置づけられ、全体として、生態場をなしているのである。この生態場に

新たに実践生態場が生成されることで、生態場全体長1]ち、自然、人間再生態全体とその

中に位置づけられる言語生態は、新たなステージに移行する。部ち、実践生態場の生成

に伴い、生態学的意味が生成されていく O その下で、自然、人間関生態、言語生態は新

たなステージへと展開していく。この各ステージは同時に、言語の形骸化、融解(偶蹄

2009a、b)の保全の形成されていく自然、人間両生態、言語生態のステージの展開で

ある。

このように、実践生態場の生成・生態学的意味の生成と、自然生態・人間生態・言語

生態及びその保全の各ステージは、相互交渉的に展開されていくものとしてある。
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2.2 1生態場が実践生態場として生成されるに至る過程jのなかで生態学的意味が生成
される三つの段落

生態場が実践生態場として生成されるに至る過程の中で、次の三つの段階に渡って生

態学的意味が生成される。

2.2.1 第一・第二の段鰭における生成-1現実世界の能動的認識過程を通じた概念ネッ
トワーク新生jの段括、「認識・言語に基づく実践の現実相獲得jの段指一

認識生態場における現実世界の能動的認識過程を通じて、言語の生態の内的生態環境

である (1世界j、「生き方jに関する)概念のネットワークが新たなものとして創り出
される。その場合、個々の事象及びその概念(内的言語)が雷語主体の生きることと結

びつけて把えられることを通して意味が成立する。これが生態学的意味の生成の第一段

階、認識による意味生成、である(注1)。

次に、 「概念のネットワークjを形づくる各概念が、一方で自己内対話などを通して

内的言語として機能し、他方他者との簡で、外的言語として表現され、また、対話椙予

の外的言語化された概念が理解される中で、つきあわされ、さらに実践を通じて、認識

内容を実現する現実相が撞簿され、それによって文字どおり自己の実践という形での自

己の生き方とのつながりが形成されてpく。これが認識・言語に基づく実践という現実

相接簿にいたることを通して、諸事象とそれに対応する概念の意味が成立する過程にお

ける生態学的意味の生成である。即ち、生態学的意味の生成の第二段階、実践による意

底生成である(注針。

2.2.2 第三段階における生成-1今の生態場jを起点とする「過去・未来の生態場j
の結像に基づく意志による生成段階/実存による生成段階一

第一、第二段揺を通じて、概念のネットワークは、「現実世界(=人間生態系、より

正確には、自然生態系と、その一部をなしているものとしての人間生態系)は担盟主主

状況にあるものであるか」の向いを端緒として、以下[そこでどのように生きるべきか」

の向いに突き動かされつつ、さらに 「之の世界で生きていくために確保されるべき生態

学的条件は何かム「それはどのようにして確保されるかJ、その確保のために「何がな
されるべきか」、「どのようにj等の陪いを媒介とする世界の能動的認識、及び上述の現

実相獲得を迫る。その過程が本論の後半で見るような経緯によって、「自分、人が生き、

鹿酉している今、この生態場jに先立つ「過去の生態場j及びそこから送り込まれてく

るありょうがどのようなものであり、それに対して [今、この生態場jはどのようなも

のであるか、あるいは、どのようにしてそ乙から形作られてきたか、さらにどのように

して「未来の生態場jを形作っていくか、の一連の「生態学的問しりを起点とするく間

p一答える〉の過程に至る時、「今の生態場jが「未来の生態場jの具体像に変えられ

るべき能動的対象として把えられることにより、自己の生きることの諸相に結びつけら

れる。この結果、方向性を以って生きる意志、及び意志に基礎付けられた実存が形成さ
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れ、事象、その概念のネットワークは人間主体がそのな志を持って、さらにそのな志に

よって基礎づけられて生きる視座から位世づけられた意味の生態系をなすものとして新

たに生成されてt)く。このような過程が生態学的意味の生成の第三段階、意志による意

墜生盛、実存による意味生成である(注3)。

以上を通じて、概念のネットワークは[生きるための概念のネットワーク(=生きる

ためのスキーマ)Jとして、またそれに基づき、言語のなl床が「生きるための意味.JRIl 
ち生態学的意味の結節点をなすーまとまりの最終段階の相を以って生成される。

3. 取り上げる言語生態資料

本稿で取り!二げる言語生態資料は、アフガニスタンに股業支援で訪れ 2008年8月26

日の事件で亡くなった伊藤和也さんとともに、 j足業支援にあたっていた進牒|場一郎、 LIJ

口数史、高橋修の三氏が共同執筆したぺシャワール会報 NO.95 2008年4月1日発行

r2007年度・腿業計画報告 風土、!I者好の制約に逆らわずー恕戦苦lJ!ilのお茶、いよい

よ製茶段階へJ(5ぺージのみ)及び、 NO.96 2008年6月25I二Ir2007 if)~ J.良業 ;4tlilli報

告 地域に広がり始めた試験J12: JJ~ の JlX;架J (14ページから 15ページ)の刊lである。

筆頭執筆者である伊藤和也さんについては、 i~}rrH~ さんが参加していた日本の NGOrぺ

シャワール会J(本市IS・福岡市)に志望した!僚の「志望動機Jが、事件の二日後に同会事
務局より発表されている。それによると、伊藤さんは「私がワーカーを志盟した動機は、

アフガニスタンに行き、私ができることをやりたい、そう思ったからです。私が、アフ

ガニスタンという ITIを知ったのは、 2001ij:.の9・11li}JfI寺多発テロに対するアメリカの

報復爆!壊によってです。jとしている。また志望するにあたって、自分自身、及びアフ

ガニスタンについて次のように述べている。「私の現在の力討を判断すると、治学は、

はっきりいってダメです。 j提業の分野に|羽しても、経!.検・知識ともに不足していること

が否定できません。ただ私は、現地の人たちと一緒に成長していきたいと考えていま

す。Jとしている。さらにその先に「私が目指していること、アフガニスタンを本米あ
るべき緑現かな国に、戻すことをお手伝いしたいということです。これは 2:q:. 3 iFで出

来ることではありません。子どもたちが将来、食料のことで附ることのない環境に少し

でも近づけることができるよう、力になれればと考えています。jと述べている。 2007

年股業計画報告書は 2008年6)と125日づけのものであるが、その 2ヵ月後の 2008il二8

月26日に伊藤さんは事件に巻き込まれている。

4. アフガン言語生態資料における生態学的意味の生成ー第三段階の生成一

4.1 現実生態場・意識生態場における認識・言語・実践の生成過程

まず、巻末のページの図 1に即して児ていく。ここに現実生態坊と意識生態場にお

ける認識・言語・実践の生成過程、即ち、次節4.2で述べる生態学的意味の第一、第二
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段階の生成の背景をなす過程が展開されている。

伊藤・進藤.L1J口・高橋をはじめとするアフガニスタンにおける農業支援の担当者た

ちは(以下代表して伊藤さんの名前で述べる)、さつまいもの栽培に関して、一年目の

失敗に続き、二年目では次のような状況に遭遇した。

二年目・三年目の冬は種芋貯蔵のトラブルです。種芋は地面に掘った縦穴に保存し

ていますが、「おい、寒いだろうJと子をかけ過ぎたために縦穴内の温度が高くなっ
て腐敗・発芽を起こしました。逆に「蒸せるだろうJと風通しをよくし過ぎて低温
になったためにたくさん腐り芋が出ました。(ペシャワール会報No.95，P.5) 

これが、図 1の中の一番右の列、〈現実生態場〉で (Tl)の時点において発生した事態

である。本図 lで横長の楕円は、円で囲んだ主、つまり主体(ここでは伊藤さん以下

の4人及び農業支援チームの人達)が、客体、つまり現地アフガンの自然に対して働き

かけ、成果(成果とは言え、いろいろな問題が発生した成果)を受けた現実生態場の様

子を示すものである。ここで左右、上下及び斜めの矢印は主体から客体に対する働きか

け、つまりさつまいもの栽培という生産の活動によるアフガン現地の客体に対する働き

かけや、主体1と主体2の潤の互いの鋤きかけを示す。また主体から客体への働きかけ

の結果、その客体からの反応は例えば種芋がいずれも腐敗するという結果などの反応と

して返ってきた機相を逆向きの矢印が示す。

この冒頭 (Tl)の実践が現実生態場で行われたのを踏まえて、その左の列である〈意

識生態場)で、(代表して)伊藤さんという主体の意識の中に (T2) の時点で、この現

実生態場で起きた出来事をどのように認識するかに関わる認識が、*3 -1 iアフガシ
の冬の種芋保存に関して、保存する穴の中が高温である場合も、また通風しがよ過ぎる

場合も、共に腐敗を引き起こすjの形で生まれている。〈意識生態場〉で形作られた[認

識生態場]のド1:1である。即ち主体である伊藤さんが客体であるアフガン現地に対して得

た認識である。(注:図 1ー留3中、上の〈現実生態場><意識生態場)<現実生態場〉の
うち真ん中の〈意識生態場)の列についてのみ、主体を示す「主jの周りの円及び客体

を表す「客Jのまわりの円の外にアポストロフィーがついている。 三のアポストロフィー
は、 P:J内の主、客が現実生態場で、行った事柄について、その主体の意識生態場の中に形

作られた認識であることを示すために付けられている。(因みに、〈現実生態場〉の楕円

の中の「主」、「客Jの場合にはアポストロフィーは付いていない。)

このような認識を踏まえて、さらに (T3) の時点では、伊藤さんという主体 1の意

識生態場の1:1=1の認識生態場で、自問自答が行われたと考えられる。即ちぺシャワール会

報No.96が次のように述べている。

種芋保存に関しては、麦藁やトウモコロシの茎などで縦穴を覆って保温するという

簡素な方法で九割以上の種芋を保存することができ、ょうやく温度管理の目途がつ

-6ー



きました・一。(向上会報NO.96.p.15 iサツマイモを腹いっぱl、食べてもらえるよ
うにJ)

この自問自答で、「種芋(の)適温をどう確保するかjという自問*3-2が投げかけ

られたのに対して、意識生態場の中で、同様に*3 -3i麦誌で保渦してみてはどうか」

と自答がなされたと考えられる。

このような (T2)(T3)の二段階の時期における認識を踏まえて、図 1の一番左の列、

[言語生態場]の (T4)の!時期において、横長の長方形内に*4のやり取りがなされる。

主体 1である伊藤さんと主体2の試験農場のアフガン人の担当農家の人の聞のやりと

りである。つまり *3-1，3-2の認識を外的言語に表したことによって交換される

* 4の相談がなされる。ここで、(現実生態場〉に、主体の外に現れたi尋訟のやりとり
の場である[言語生態場]が生成してくるのである。それは、先ほど (T2)(T3)のH寺

点で、〈意識生態場)の11=1の認識生態場でなされた自問自答として、内的言語生態場が

生成されたのとは対照的に、頭の内ではなく、外での人と人との聞のやりとりの場にお

ける言語生態場即ち外的言語生態場の生成である。

以上のような経緯が先行したあと、 (T5) では、 flli~it::の腐敗防止策である変誌やトウ

モロコシの茎などで縦穴を逝って保温するという方法で芋の生産がなされ、その結果穐

芋が生育し、収穫されたという成果が得られたことが「芋の上にも三年」に次のように

示されている。一年目の失敗、二、三年目のトラブルの後やっと達成された成果であ

る。

凶年iヨに当たる昨年は、数々の失敗を教訓として極芋の保存もiliij床への伏せ込み

も、また栽培技術もおおよそ勘所をつかんで成功し・… (No.95.p.5) 

この際、このような*5の生産や*6の成果にあたって注目すべき点は、伊牒さん迷

政業支援者と現地のアフガン人担当農家の人との|前に、協働*7がなされていること

である。

図 1(T5)で展開したこのような過程を示すのが右端の列(現実生態場〉中の正方形

の内部の T5である。それは三つの精円がくみあわさって示されている。このうち、第

一の左上から右下にかけて拙かれた楕円の中で、種芋の腐敗防止策の実施という生産と

その成果を示すのが、一つは主 1(伊藤さん以下、即ち農業支援員である伊藤さんを代

表とする人)と現地での自然である客体 1との間の往復の過程を示す左上から右下に

かけて描かれた楕円の主lから客 1に向けた矢印のもとにある*5である。これに対

して、同じ惰円の中の、アフガンの現地の自然である客体1から主体 1に向けた矢印

のもとにある *6は、種芋の生育と収穫という成果である。三つの楕円のうち*2の

楕円、つまり主体2(現地の試験農場のアフガン人担当農家の人達)と現地アフガンの

自然客体1との聞の過程が左下主2から右の客 1にかけて描かれた右上がりの楕円の
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過程でも、同じように、*5と*6の往復の過程がそこには成立している。そこには、

この二つの右下がりと右上がりの楕円は人間である主体 1、主体2とアフガン現地の自

然との閣になされた[自然との相互作用]が示されている。

三つ目の絡円である縦長の楕円のrl:lでは、伊藤さん達主体 1と試験農場のアフガン

人担当農家の人達である主体2との間の協働*7の過程が示されている。先ほどの主

体と自然との間の過程がi当然との相互作用であったのに対して、こちらは人間の問の

[社会的相互作用]をポすものである。こうして、 T5では、主 1-客 1間・主2-客

1 mlの[自然との相互作用]が、主 1ー主2聞の[社会的相互作用]を仲立ちとしてな

されているG

4.2 生態学的意味の生成:第一、第二段階の生成

上における伊藤さん迷政業支援員の働きかけをきっかけとする、実践、認識、言語、

さらにまた実践という T1から T5に示された過程は、同時に生態学的意味の生成の第

一、第二段階が次のような形で成立していった過程である。 (T1)の実践(さつまいも

の私的、その失!位)を契機として、主体に (T2)の認識 (*3-1)rアフガンの冬の

柿干保存、保仔穴の高淑、通)孔ともに腐敗する」が生まれる。こうしてアフガンという

現実生態勾での直接的実践を契機として、アフガンという世界の能動的認識が得られ、

アフガンの冬、純平保存、保存穴のi自治、風通、腐敗するなどの諸概念が、実践という

生きることと結び付けて把えられることを通して意味が成立する。これが生態学的意味

の生成の第一段階である。

その J' でさらに、この Tl から T4 を踏まえた、 (T5) の現実~Iミ f岳地では、* 5種芋

腐敗Ijjjlt策を実胞して生産がなされ、その成果として*6樋芋の生育と収穫が果たさ

れる。それが*7の協働としての伊放さん述と担当腿家のアフガンの人の問の社会的

キ目立作llJを媒介としてなされる。こうしてれから T4及びそれを踏まえた T5は室量と

言語に基づく実践という現実相の獲得をなし、これによって言語は、あるいはそれに

よって形作られる情報は、「生きるための言語Jr生きるための情報Jとなる。生態学的
意味の第二段階の生成である。自然とのキEI1:I作JtJと、社会的相互作mを円滑につなぐも
のとして言語が機能する wellbeingの下でその意味が生成されていると言える。

4.3 第二段階の生成の新たな局面一共同体の形成に伴う新たな意味の生成-

さらに、生態学的な|床の第二段階目の生成は、共同体形成という新たな局面で進展す

る。以下、図2に閃lして見ていく。

T5に示された伊放さんほか民業支援の担当者ーたち (ITJで凶まれた主 1)と試験農場

のアフガン担当の人たち(主2)のIIJJの社会的相互作用を姑!ー介としたアフガンの自然(円

で|出まれた客 1)との I~NIの担互企旦は新たに、試験臨場の担当の股家の人たち(主 2)

とmJlnIのアフガンの出家の人(円で閉まれた主3)との110¥"1の社会的相互作用を媒介とし

たアフガンの自然との間の相互作用を創出することで更なる展開を形成する。
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今後!足業計両の成果を定着させるためには、(中略)その先頭をいくのはこれまで

文字通り我われと共に働き共に失敗に泣き、共にJ~lJJに喜びながら経験を誌献して

きた試験I足場の担当出家の方たちです。「おれ自身がこの数年間栽培試験をやって

きた穏だ。品質は保証する。安心してまいてくれ。」と、今や我われに代わって問

りの股家に対して自信をもって指導に当たってくれる頼もしい人材に成長してくれ

ています。(同会報N.96 p.15) 

図2の真ん中の列の中段の T6に示したように主 2、試験J1f!J;場のアフガン人担当肢の人

には、上記の発話「おれ自身がこの数年間栽培試験をやってきた積だ。品質は保証する。

安心してまいてくれ。」の前提として、図 2の真ん中の列[認識生態場]の横長の長方

形内*8 rおれ自身がこの数年間栽府試験をやってきたfillだ。品質は保副:する。」とい
う認識がなされていると見ることができる。 glJち、 T6の横長の楠円の1:1恨IJち主 2の意

識生態場の1:1:1で、主2は、同じく意識生態場の中にあるアフガンの自然(アポストロ

フィ付きの客2)に対して認識*8を持ったとJ担えることができる。さらに、図2の左

列[言語生態場]の仁1=1の T7の楕円に示されるように、主 2のアフガン人担当肢の人の

認識*8は、周囲のアフガン人の農家(主3)に対して、意識の外にある〈現実生態場〉

において、したがって外的言語によって「おれ自身がこの数年間栽塙試験をやってきた

積だ。品質は保証する。安心してまいてくれ。Jという表現を作り U'Iしている。これが

T7の楕円の下の四角の中の*9で示されていることである。これは T7の楕円のrl=1で、

主2から主3に対して、下の矢印に沿って認識*8が表現*9の形で伝えられたこと

になtされている。

17を踏まえて、|玄12の右端〈現実生態場〉において、 T7で主2と主 3でかわされた

言語活動という社会的相互作用を媒介として、主 2 から主 3 に対する rl~1 信をもって

指導」が、 T8の縦長の楠|斗の主 2から主 3に向ユ矢r=iJ* 11として行われる。これに
対して、周囲のアフガン人の農の人(主3)から主2に向って指導を請うということも

行われる(*12)。こうして、主 2と共に、主 3が主2の制jめで、植を蒔くという*

10、同iちT8の主 2から客 2、主 3から客 2に向う斜めの二つの楕円の中で*10とし

て示されたニつの矢印に当たる自然への関わりが形成される。それに対して、アフガン

の自然(客 2)の下では磁の成長、収穫という形での成果が、主 2や主3に向って示さ

れるという、自然との相互作用が展開していると見ることができる。

以上のような T5から T8の経緯を経て、|丞12の右端の正方形の中に示されるように、

当初 T5において主 1と主2の問にのみ進められていた活動が、さらに T8に見られる

ように、主2、主3の聞にまで展開され、新たな局面を形成している。ここでは、主 1、

主2、主3に代表されるようなアフガンの人々の伺で、「共通概念、判断、認識jを伴

う主体群間と、共通の客体自然聞の社会的相互作用、及び自然との相互作用を蓄積する

中で形成される「共同体!共通の「生きるための慨念、判断、認識jが形成されていっ
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ていると見ることができる。さらに、*9 (T7)の発話に現れ、相手に理解された言語

は、「生きるための概念、判断・認識Jを伴う、「共同体共通|の「生きるための意味j
を持った言語となる。こうして、言語は一段と飛躍的に「共同体=社会jと内在的に

関連し、かつ一体化したものとなり、言語の well-being(生きるための意味を持って機

能する言語)と、人間の well-being(生きるための概念、判断、認識を具えた封乏白血

瓦作問、臼然との相互作用、それによる生存の条件の確保)は一体化したものとなる。

このように、特に *9の言語生態場、それに基づく*11、*12の社会的相互作用を通

じて、言語は、新たに共同体を形成し、ひいては舷大する能力や機能をもっ言語、共同

体形成機能を持つ言語へと質的転換を遂げる。

この共同体は、集合的・協働的に、自然生態系との相互作用である生産の基盤を強化

するものとして存在し始め、多くの人間の生存の基盤を形作ることで、その共同体にお

ける言語(及びその well-being)は、一層、人間の well-beingを強化するものとされる。

同H寺に、自然に対する相互作用を形作る社会的相互作用を共同体規模に引き上げること

で、言語はさらに、言語、社会、自然の相互交渉的生成を強化するものとして存在し始

める。その中で、生態学的意味の生成の第二段階は、新たな局面、即ち人間主体が共通

概念、判断、認識を具えた主体群問、と共通の客体自然問の社会的及び自然との相互作

)刊を蓄積する中で形成された共同体共通の、生きるための概念、判断、認識として位置

づけられた意味の生態系を形作るに至る。

4.2.4 生態学的言意味の第三段階の生成一意志・実存による生成ー

以上のような経過を経たl時点で、 2007年度股業計画報告書総括部分において、伊藤

さんほか12業支援のチームは、典型的には薩摩芋として食糧の自給が一部達成され、人

材育成が現実化しつつある状況を達成する。以下図3に即して見てpく。

総指部分は次のように述べている。

サツマイモは同じ栽培而棋で水稲の 2倍以上の人口を養うことが可能な救荒作物と

しての一面iを持っています。(中略)昨年の収穫の際には実に日本人一人の一生分

くらいの芋があっという聞に農家たちに半ば取り合いに近い形で分配されたことで

す。(中I!府)いまや我われに代わって周りの農家に対して試験農場の担当農家たち

は自信をもって指導に当たってくれる頼もしい人材に成長してきました。(ペシャ

ワール会報No.96 p.15) 

この節は、図3の真ん中の縦長の枠に示された[認識生態場]の中の T5-8の横長楕

円に見られる主 1が、意識の中で、アフガンの自然を示す客の意識内でのイメージを

捉え、認識*14 r食料一部自給、人材育成を現実化しつつある」の現在の具体像とし
て把擬したものを書き表した結果と捉えることができる。これを、 2003年日本で伊藤

さんがアフガンの農業支援を rNGOペシャワール会」に志望した動機書に記した内容
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「アフガンは本来あるべき緑のない国Jr子どもたちが、食粘iのことで闘っている国」と
いう、図3の縦長の枠で阻まれた認識生態場のうち、 TOの時点の*1として示された

(T5 -8のH寺点から見ると)過去の具体像と対比してみることができる。これは、 TO

の横長の楕円の中で、主 1の伊藤さんがその意識において、アブガンの白然に対して

持った認識*1に基づく像である。

このような認識*14の現在の具体像を起点として振り返られた*1の過去の具体像

に対して、伊藤さんは(この報告書では支援チームと共同執筆で)他方2007年度出業

計画報告書で、今後について次のような意志を綴っている。

昨秋には冒頭に紹介したとおり、これまでにないにぎやかな収機祭も催すことがで

きました。いずれにしても最後の最後に残るものは彼ら現地の農家と作物だけで

す。少しでも多くの成果が彼らによってアフガニスタンの将来に引き継がれること

を願いながら、これからも一つひとつの積み重ねを大切にしていきます。アフガニ

スタンの農村をとりまく情勢はあらゆる面で厳しくなっています。しかしそれでも

現地の人たちは明るく進しく生活しています。日本でもアフガニスタンでも平和な

生活を求める願いは同じです。我われはアフガニスタンの人々が安心して食べてい

くために投じた一石が根付くように、これからも一生懸命活動していく所存です。

(ペシャワール会報No.96 p.15) 

ここには、伊藤さん(及び支援チーム)の認識生態場の*15 r育成された芋と作物
などの食糧、人材が引き継がれていくように一つひとつの積み重ねを大切にする(意

志)J、と「人々が安心して食べていくために投じた一石が線付くように一生懸命活動し
ていく所存(意志)Jが示され、 TOの過去の具体像やT5-8の現在の具体像と扱んで、
未来に対する具体像として示されている。

これら認識生態場の中で示された認識は、図3の左の列に示される言語生態場にお

いて、それぞれペシャワール会の志望動機書の形 (TO)における表現*1として、ま

たT5-8の2007年度の農業計画報告書として表現*17の形で、いずれも読者に対して、

外的言語生態場の下で表現し言語化されている。

と同H寺に、このような認識・言語活動をベースとして、右端の (T9)の現実生態場

では、*1、14、15の内容の認識を伴う、過去・現在・未来の具体像に基づく、意志、

及びそれに基づく実存に沿った実践が行われようとしている。ここに、現実生態場は、

それ以前の現実生態場であることをやめ、過去・現在・未来の具体像をもって形作られ

た意志及びそれに基づく実存に沿った実践の行われる実践生態場を生成するものとして

示されている。

以上をまとめてみると、 TOにおいて自己やアブガンの人々が、望むと望まざるとに

かかわらずおかれている生態場を、引き受けた上で、未来の具体像が示す[食糧が椛保

され、生存の基盤が形つくられ、それを可能とする作物及び人材が具えられである生態
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場jに向う f意志j、及びそれに基づく「実存jが、次の実践生態場を築いてし、く契機

をなすものとして示されている。

その意志は、さらに、新たな「生きるための意味jの生成を可能とし、共同体共通の

「生きるための意味Jをもった;言訴を導き、共同体(社会)の well-beingを可能にし
てし 1く契機をなすものとして示されている。

同H寺に、「生きるための意味の生成jが、「実践生態場の生成jを契機として可能とさ

れ、その -I~. で言語・人間・自然の生成がヲ|き継がれている。これを歴史という点から見

直すと、言語の歴史、人間の歴史、自然の歴史がアフガンの地におけるこれらの人々に

よって、その一こま一こまが形作られていく様相を示したものといえる。

また、これらの機相総体を通して、第二段階でなされてきた生態学的意味の生成は、

「一人ひとりの人聞が直面し生きている「今、ここの現実生態場Iを超えて、そのよう

な次の「今、ここ I~I] ち「未来の生態場|を如何に形作るのかの具体像が形成される段

監に主る e その倒人にとって現実生態均は、それ以前の現実生態場と異なる性絡を新た

に付与された生態j功、日11ち、実践生態場として存在し始めたものとしてある。即ち、そ

こでは、意志及びそれに基づく実存に基礎付けられた実践を媒介として、「今の生態場j

は、「未来の生態場|の具体像にかえられるべき能動的かかわりの対象として捉えられ、

この結果、方向性を持って生きる意志がそれぞれの人々に形成され、事象、その概念、

そのネットワークは、人間主体が、その意志及びそれに基づく実存に支えられて生きる

視座から位置づけられた意味の生態系をなすものとして新たに生成されていく段階に

五ったと犯えることができる。

5. 結語

以上本論は、 ~Xfj再生態学において、百出jの意味がアプリオリに存在しないこと、ま

たJ当，:1床が言話、人間、|当然の三生態11't1の相互交渉的動態をなして生成され、変容するも

のとして存在すること、及びそれがいかなる過程や桝造によって成立するのかについて

児た。具体的には、木綿ではこれを生態学的意味の生成の過寝及び桃造の問題として捉

え、そのうち第一三段I~~の骨絡部分に焦点を当て、具体的な言語生態資料を取りあげて考

察した。骨絡部分の詳細、及び人II'¥J、自然、両生態系のうち前者を中心においた本論に

対して、 f走者自然生態系に中心をおく把熔に関する考察が諜題とされる。

注

1. より雌官に児ると、第一段階の生態学的意味の生Ji!(;とは、(¥、わゆる認知泣1比論において言われる、

その ' 1 1般的対象である)起主凶宜、 「認知印刷、凶l ち、 I~I 然生態環境からの情報(の束)を補足 し

捉え返す過将、「主体の身体的な経験や主体と外部世界との相互作用に根ざす身体性に関わる要因

の形作る空間J(111梨 2004) を、その前提及び端紺としながらも、その過程及び結果に基づきなお判

断.~IU命、分析・総合、州納 .1{Ií縛・アブダクトという、 m!.担lより一層能動的諸形態をとるという

}~.(で能動的な)認識により形作られる足H併の結果他仰さ 11..主意味の生成である。従って、認知1意味
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識が批判的継承の対象とした、それ以前の生成意味言語や生成文法に特徴的な[言語知識の自律性を

前提とする理論言語学のアプローチj、「言語外の知識から独立した形式と意味の関係からなる閉じ

た記号系J(山梨向上)、[主体の身体的経験や主体と外部世界との相互作用から独立した自律的な記
号系の一部J(山梨向上)における意味ではない。
2. この点で、「実践による意味jは、上に触れた認知意味謡、それ以前の生成意味議、生成文法におけ

る意味論の規定する範絡の「意味jには包摂され得ない意味領域、次元を成すものである。

3. r意志による意味j、「実存による意味jもまた、注2と同様である。
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